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施工マニュアル

　　　　　　　　　樹脂基礎「サットワン」

　　　　　　　　　施工手順　差し込み式
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軽量樹脂基礎　サットワン
特許第 2993498 号

サットワンは、従来のコンクリートで施工されてきた各種支柱の基礎を EPS（発泡ス
チロール）で施工することで、軽量化と大幅な工期短縮を実現いたしました。

今までは基礎の自重でポールなどを安定させていると考えられがちですが、埋設型基礎
は側面地盤によって支持され安定している構造になっています。したがって、地盤反力を
許容する材料であれば軽量であっても十分安定させる事ができるのです。

　［サットワンの特長］
1. 乾式工法のため、施工が迅速で確実である。
2. 軽量である為、運搬・据え付けが人力でも容易である。
3. 全体が軽量となる為、地盤の負担が小さい。
4. ベースタイプや差込タイプなど様々な基礎に対応。
5. 配線やアース線等の組み込みが容易。
6. 完成後に土になじむ程度の養生期間で済むため、工期が短い。
7. 完成品の基礎を埋める為、季節（寒冷地等）、天候を選ばない。

　［その他の特長］
1. 設計値以上の荷重が作用した場合でも、EPS は復元力を待っている。
2. 倒壊後の復旧が容易である。

　［適用除外場所］
1. 沼地や河川敷などの地盤の地下水位が高い場所では浮力対策が必要となる。
2. 基礎が GL より出る場合はモルタルなどで保護が必要である。
3. サットワンは発泡スチロール製品なので紫外線や薬品・火気に注意しなければ
　ならない。
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１．一般事項

　１−１．目的
このマニュアルは、差し込み式支柱を設置する為の基礎において、樹脂基礎

「サットワン」を施工する際の工事を円滑にかつ安定した品質を確保するため
に作成した施工マニュアルです。

　１−２．適用範囲
本書は、差し込み式支柱の基礎部分の施工に適用します。

　１−３．工事管理
工事は本書に基づいて行い、やむを得ず施工方法の変更が必要な場合は速や

かに工事発注者へ報告し指示を受けて下さい。

　１−４．注意事項
製品の取り扱いに関しては、32 ページの注意事項に従って下さい。
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２．概要

　２−１．特長
サットワン（差し込み式）は、ポール用基礎工事において、通常コンクリー

トを使用している基礎を樹脂製にすることで軽量化・乾式化を図り大幅な工事
の省力化を可能とします。
〈サットワンの特長〉
・軽量なため、荷降し／設置等は人力でも容易に行える。
・乾式工法で施工が迅速で確実。基礎工事の大幅な省力化が可能。
・地盤への負担が少なく底面の砕石・クラシャランによる処理が不要。
・冬季施工が可能。凍結融解の心配なし。
・配線／アース等の組み込みが容易。

　２−２．工程比較
〈サットワンと従来基礎の工程比較〉
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３．施工

　３−１．施工前の確認事項
・施工手順を読み工事の流れを把握する。
・工事の責任者／担当者と施工前の打合せを行う。
・必要工具／製品は、揃っているか確認する。
・障害物、通路等を避け作業範囲を確保する。
　　　　　　　　（必要に応じて作業表示をする）

　３−２．準備
サットワンの施工には、次の工具／材料を準備してください。
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　３−３．施工手順
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サットワン差し込み式施工写真
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サットワンMタイプ 宇都宮駅東ロコンベンション作業所

サットワンサイズ：500 X 500 X 1300 22.07.22撮影

、

ポ ー ル長さ： Gしより上、 8.0メ ー タ ー 照明灯 14基設置
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 2023.01.31構内（吹田市）　タイプ　大和大学Mサットワン

サットワン　300 x 300 x 400　21基納入

照明柱用サットワン　500 x 500 x 1000　12基
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広島：砂防フェンス
安佐北区３区３３５号線道路改良工事（平成30年）

搬入状況 全景

根本部分
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施工マニュアル

　　　　　　樹脂基礎
　　　　　　　　　「サットワン」ベースタイプ
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１．一般事項

　１−１．目的
このマニュアルは、ベース式ポールを設置する為の基礎において、樹脂基礎

「サットワン」を施工する際の工事を円滑にかつ安定した品質を確保するため
に作成した施工マニュアルです。

　１−２．適用範囲
本書は、ベース式ポールの基礎部分の施工に適用します。

　１−３．工事管理
工事は本書に基づいて行い、やむを得ず施工方法の変更が必要な場合は速や

かに工事発注者へ報告し指示を受けて下さい。

　１−４．注意事項
製品の取扱に関しては、32 ページの注意事項に従って下さい。
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２．概要

　２−１．特長
サットワン（ベースタイプ）は、ポール用基礎工事において、通常コンクリー

トを使用している基礎を樹脂製にすることで軽量化・乾式化を図り大幅な工事
の省力化を可能とします。又、本体に組み込まれたアンカーボルトでベース式
のポールを固定することができます。
〈サットワンベースタイプの特長〉
・軽量なため、荷降し／設置等は人力でも容易に行える。
・乾式工法で施工が迅速で確実。基礎工事の大幅な省力化が可能。
・地盤への負担が少なく底面の砕石処理が不要。
・冬季施工が可能。凍結融解の心配なし。
・配線／アース等の組込みが容易。

　２−２．工程比較
〈サットワンと従来基礎の工程比較〉
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３．仕様

本図は、参考図面です。物件により仕様等は、変わります。
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４．施工

　４−１．施工前の確認事項
・施工手順を読み工事の流れを把握する。
・工事の責任者／担当者と施工前の打合せを行う。
・必要工具／製品は、揃っているか確認する。
・障害物、通路等を避け作業範囲を確保する（必要に応じて作業表示をする）。

　４−２．準備
サットワンベースタイプの施工には、以下の工具／材料を準備して下さい。
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　４−３．施工手順
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※水仕舞：サットワンに配管した後の湿気防止用の隙間処理。モルタル又は水密
性の充填剤を使用。
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サットワンベースタイプ施工写真
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H9.l l月施工／高知県須崎土木事務所
6m照明柱、基礎幅110mm根入れ長800mm（差し込みタイブ）

Hl0.10月施I／大阪市港湾局
5m照明柱(12基） 、 基礎幅600mm根入れ長900mm（ベースタイプ）

Hll.3月施工（施工前） ／吹田市ABC千里住宅公園
太陽電池付4m照明柱（計4基）及びl.Bmサインディスブレイ（ペースタイプ）
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サットワンモーメント　
　荷重実験及び衝撃実験

実施日　平成 10 年 10 月 6 日

谷本化成株式会社
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まえがき

樹脂基礎は道路照明施設での使用が可能なように、道路橋下部構造設計指針と道路照明
設置基準に準じて計算する。

この計算書は照明用ポール樹脂基礎の 2m 未満の差込式基礎タイプを標準としている。

　□　照明用ポール樹脂基礎
照明用ポールの基礎がコンクリートの場合に鉛直荷重の大部分が基礎の自重であ

り、風荷重などの水平力を基礎底面と側面の地盤で分担する結果となる。
基礎を軽量な樹脂とした場合には、鉛直荷重と水平荷重を基礎底面と側面ので地盤

で分担するが、基礎の自重が小さいので基礎底面の地盤の負担が軽減される。

　　　［工法の特徴］
ⓐ 乾式工法で施工が迅速で確実。
　　　　　　　　　（工事がきれいな現場でできる）
ⓑ 軽量なために運搬が人力でも容易である。
ⓒ 全体が軽量となるために地盤の負担が小さい。
ⓓ 完成後に土がなじむ程度の養生期間でよいので短い。
ⓔ 完成品の基礎を埋込むので季節を選ばない。
　　　　　　　　　（冬季などでも安心して施工可能）

　　　［適用除外場所］
沼地や河川敷き等の地盤の地下水位が高い部分は浮力の対策が必要となる。
車両等の衝撃荷重は、コンクリート製も直撃は許容できないが、樹脂基礎も

同様である。
ただ、設計値以上の荷重が作用した場合でも、樹脂基礎は復元力を持ってい

るのと、倒壊させられた場合も復旧が容易である。
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１．樹脂基礎の特徴について

　□　樹脂製基礎の有効性
　照明用ポールの自重は、Y 型 12.00m のテーパーポールで根入式でも 332kg で照明
ランプの重量 15kg を 2 基加味しても 362kg と軽量です。

　これに対して基礎の重量は、12.00m のテーパーポールの場合に標準の根入長が 2m
規程されており、根入式・ベース式共に 50cm 角以上の基礎であるために基礎重量が
1.175tf（2.35 × 2.00 × 0.50 × 0.50）以上と大きなものとなります。

　これらの基礎は、地盤の良い場所であっても約 1.20tf 程度の重量物の基礎を設置す
るので重機の使用が不可欠となります。照明等の設備は他の道路設備と前後して設置
されるために障害物が発生した場合に人力施工が困難です。この為に樹脂製の軽量で
丈夫な基礎に対する要請が生まれます。

　樹脂製の軽量な基礎を採用した場合には、全体としての重心が上部に移行して不安
定となります。しかし、地盤に埋まった条件で風荷重を受けた場合には下図のように
水平地盤反力の分担が樹脂基礎の方が若干大きいと見られます。又、地盤が軟弱な場
合には基礎の重量が大きい方が地盤の負担となります。
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サットワン施工及びモーメント荷重実験及び衝撃実験

　【目的】
サットワン（ベース式照明ポール用）の施工性ならびに模擬的風荷重に対する、ポー

ルおよび基礎の挙動を確認する。

　【使用材料】
サットワン：SOOKS5B669
ポール　　：段付　5.7m ポール（PM4020-5001B）

　【施工経過】

実験手順
①サットワン（600 × 600 × 900H）用の穴を掘削
　（掘削後、ブルーシートで穴を覆い柵で囲む）
②施工実験

・分銅を段階的に載荷し、風速60m相当のモーメ
ント荷重をかける。

（風速 60m 相当：分銅重量（㎏）× L・cosθ＝626㎏・m）
　・過剰重量を付加して、基礎の挙動を観察。
③サットワンを回収し、穴の埋め戻し。
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　【載荷試験】
　〈方法〉

載荷実験の概念図を下記に示した。サットワンとポールを設置後、滑車とワイヤー
ロープを用いて地上5mの位置に荷重を加えた。分銅の載荷は、最終的には風速60メー
トルのモーメント荷重に達するまで段階的に増やし、それぞれの重量で載荷時と除荷
後の変位（高さ 1m 地点）を傾斜測定器で測定して、変位角を算出した。

　〈結果および考察〉
風速約 40m/s 相当の荷重では載荷、除荷時ともに変位はほとんど認められなかっ

た。その後荷重が増すに連れて変位角が徐々に大きくなり、除荷時にも僅かな変位が
残ったものの、風速 60 メートル相当のモーメント荷重をかけても、ポールおよび基
礎に特に異常は認められなかった（図 1、表 2）。

なお、除荷後に残る変位は、写真にも見られるようにポールのしなりによる残留歪
みと、締め固め不足による基礎部分の変位によるものであるが、今回の実験では分離
できていない。

試験風景
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衝撃実験
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PC ギ木外柵におけるサットワン
性能試験報告書

2002 年 11 月 27 日
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PC ギ木外柵に於けるサットワン性能試験
１．はじめに

通常、柵等の施工では現場打ちコンクリート基礎または、コンクリート二次製品基礎
が使用されている。しかし、いずれの方法で造られたコンクリート基礎でも施工まで
の労力は大きく施工性が十分とは言いがたい。そこで、着目したのが、発泡スチロー
ルで基礎を構築する方法である。（谷本化成㈱商品名サットワン PAT.）
発泡スチロールの利用は土木や建築の分野でも近年では広く利用されており、工法と
しても確立されているが、本試験で立証しようとする分野は比較的小規模工事であり、
標識やポール等では試験を済ませ、実績があるものの、コンクリート（PC ギ木）で
は実証例がない為、試験を行った。

２．試験
２．１試験計画

本試験は PC ギ木外柵における発泡スチロール基礎サットワンの性能を確認するた
め、同寸法のコンクリート 2 次製品基礎と発泡スチロール基礎サットワンを各一個ず
つ比較試験を行った。

２．２使用製品および施工方法（施工日　平成 14 年 11 月 19、20 日）
PC ギ木　G 外柵	 φ 150 × 1600	（転落防止柵　各一本）
PC ギ木　D-1 外柵	 φ 150 × 1200	（横断防止柵　各一本）
G 外柵用基礎	 □ 400 × 350	 （コンクリート及び発泡スチロール　各一個）
D − 1 外柵用基礎	 □ 300 × 250	 （コンクリート及び発泡スチロール　各一個）
施工場所は（株）ナベシマ本社内で、地盤良好であり、当社設計図面とおりに床堀、
クラッシャラン敷き、均しコンクリート、基礎設置の順で建て込みを行った。

２．３試験方法
（試験日　平成 14 年 11 月 22 日）
固定滑車にロープを通し、柱の上部横木上面位置に連結させた上、水平方向に 20kg 毎の
荷重を加えて製品の定められた位置の傾斜量を測定した。
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３．試験結果

４．まとめ
本試験により発泡スチロール基礎とコンクリート基礎は同等である。

　　　本実験での知見を以下に示す
⑴基礎は荷重に対して面で土圧に抵抗するのでコンクリートも発泡スチロールも変わ

りないと考えられる。
また、荷重は基礎の面全体で受けるのでコンクリートより強度が小さい発泡スチ
ロールでも十分だと考えられる。

⑵Ｇ外柵は転落防止柵であり、日本道路協会の基準により水平 40kg/m となっている。
Ｇ外柵は 2m スパンなので水平 80kg の短期的強度が必要となる。荷重 80kg まで
は傾斜量も少なく、比例変形なので強度は規定以上と考えられる。

⑶Ｄ-1 外柵は横断防止柵であり、日本道路協会の基準により水平 40kg/m となってい
る。D-1 外柵は 1.5m スパンなので水平 60kg の短期的強度が必要となる。荷重
60kg では、安全の範囲内と思われるので基準内の強度と考えられる。
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サットワン 引き抜き検証
実施日 平成30年2月10日 天気小雨

目的 サットワンとコンクリート基礎の引き抜きに対する、抵抗力の比較

実験対象物 フェンス用基礎として転倒試験を行ったポールに対して行う
施工条件は試験書参照

方法 ポールにロ ープと荷重計を取り付け、リフトで上へ引き上げ最終的には引き抜く所まで引き上げ
最大値を確認する

サットワン
コンクリート基礎ブロック

①-o-0
 

② 
87.5 
142.5 

③-
199-
161

255.5 
177 

235.5 
162 口単位kg

引き抜き荷重変位
300 

250 

200

5゚ー翌
躙
悔

100 

50 

0 -

②
 

③
 

255.5 

④ 
荷重推移

⑤
 

一サットワン 一�コンクリ ート基礎ブロック

⑥
 

⑦

考察 基礎サイズ□180 X H450（根入れ420)の場合、引き抜きに対する抵抗力は基礎の
自重より、側面の摩擦抵抗力の方が優位働く結果となった。サットワンは性質上、土で
締固めた際サットワン自体に砂利が食い込み（別紙写真8参照）摩擦抵抗力を高めた
と考えられる。
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Memo






